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3 議会だより　令和5年5月　第162号 2議会だより　令和5年5月　第162号

一般会計予算 1 0 3 億円を計上
　３月定例会において予算特別委員会を設置し、令和５年度の一般会計予算と特別会計、企業

会計それぞれ３つを審議し、すべて全会一致で可決した。

※下水道事業特別会計は、令和５年度より企業会計となる。

　決算特別委員会の流れを受け、分科会による予算審査を行った。
　分科会は、総務文教委員会、産業厚生委員会の常任委員会所管課の予算事項について、管
理職や係長等を説明員とし調査を行った。

（所見）
　歳入では、個人、法人、固定資産税ともに、前年度
予算額増とし、ふるさと応援寄附金の見込みはあるも
のの、抜本的な改善とはなっていない。全体に占める
自主財源の割合は、令和４年が44.4％、令和５年度が
50.4％となり改善もみられるが、まだまだ地方交付税や国・県支出金に依存する財政基盤
となっている。
　このような中、人口減少社会に立ち向かい、基幹産業の活性化・交流人口の拡大・安心安
全なまちづくりを推進するため103億円の「令和５年度波佐見町一般会計予算（案）」をは
じめとし「各特別会計予算（案）及び企業会計予算（案）」が提案された。歳出では、社会保
障関係費増加など厳しい状況が見込まれることから、引き続き財源の確保と充実が望まれる。

令和５年度は、依存財源の国庫支出金、県支出金、町債のいずれも

減となり、自主財源の繰入金が増となった。

　ここ数年、大きな伸

びを見せていた予算も

新型コロナウイルス感

染症対策費やふるさと

づくり応援寄附金が落

ち着きを見せ、数年ぶ

りの対前年比減となっ

た。

基本構想に掲げる将来像
「創る　つなげる　超えていく」の

実現に向け、波佐見の勢いを止めない

まちづくりを進めるための予算編成。

主な事業
・コンビニ交付導入事業

・行政手続きオンライン化事業

・自治体ＤX推進事業

・新庁舎建設事業

・出産・子育て応援給付金事業

・学校給食費（第２子以降無償化）

・防災無線再整備事業
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2,267,509千円

22.0%
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当初予算の推移

予算特別委員長報告 委員長　尾上　和孝
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　　　　本町の介護現場も人手不足で、募集をかけても応募がない現状が続いています。世間
では「働き方改革」が叫ばれていますが、365 日 24 時間体制の入所系施設では特に、職員の
希望にそったシフトを組むのが難しく、子育て世代には働きにくいため、職員の高齢化も進んで
います。施設はあっても職員不足で利用できない状況になりつつあるのです。
　今後さらに認知症患者が増加すると予想されていて、家族の負担軽減のためには、入所系施
設の拡充が急がれます。しかし訪問看護師や施設看護師等は処遇がよくなく、在宅・施設にか
かわらず看取り環境にも影響が出かねないと危惧されます。職員の処遇改善、施設の拡充など、
団塊の世代が超高齢者となる約20 年先を見据えた施策が大きな課題だと考えます。

　「オレンジの樹」や「包括支援センター」の活動は本当に素晴らしく、町ぐるみでバッ
クアップするために、一層の情報発信と周知の徹底を図ってもらいたいと思います。

（50 代・福祉施設職員）

　　　　私が住む地区でも農業の後継者がおらず、法人も他地区と合併する日が近いかもしれな
い。そんな中、「多面的機能支払い交付金」を活用し、地域の草刈りなどの環境保全に取り組ん
でいる。農家以外からも多くの参加があり、貴重な交流の場となっている。他地区では
水路の補修も行っていると聞く。工夫次第で地域活性化の一助となり得ると考える。

（60 代・農業従事者）　　　　

　窯業も農業も課題は後継者の育成のあり方で、解決策は行政が積極的に後継者育成
を開始することと考えます。「行政が農民をつくり、生地屋をつくる」　減少する現状を黙っ
て見ているのではなく、行政が主導する後継者の生産工場的な役割を担うようにしたら
いかがでしょうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（60代・農業従事者）

　　　　中心部は買い物等の便が良いため新しい住宅が増加していますが、上や下地区
でも便利な生活ができるような活性化策（独自の交通システムや商店街まちづくり）を計
画してほしい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（60 代・主婦）

　　　　退職後、毎朝の登校見守り活動を始めて７年目になります。私が立つ南小学校近くの三
叉路は、大型トラックの通行が激しく歩道も狭いため危険な通学路となっています。長年危険性
が指摘され、議会でも取り上げられました。通行量の調査や図面等のデータを揃え交渉した結果、
ようやく正規の信号機が設置されましたが、今でも危険で、雨の日は特に傘が車と接触しないか
心配しながら見守っている状況です。

　「子どもは地域の宝」です。子どもの成長が感じられるこの見守り活動は、私のエネ
ルギー源になっています。これからも体力気力のあるうちは続けようと思います。

（60 代・登校見守りボランティア）

町民の 「いま」と「これから」を考える
町の課題と解決策について、ご意見を伺いました。

＊紙面の都合上、省略や変更した箇所がありますことをお許しください。
　お寄せいただいたご意見は、議員間で共有し今後の活動に反映していきたいと思います。

意見１

意見２

意見３

意見４

意見５



5 議会だより　令和5年5月　第162号 4議会だより　令和5年5月　第162号

文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
構
築
負
担
金

は
。

フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
と
文
書
間

管
理
シ
ス
テ
ム
を
連
動
さ
せ
一
元
管

理
。

消
防
費
備
品
購
入
で
ド
ロ
ー
ン
の
配

置
は
。

町
消
防
団
に
ド
ロ
ー
ン
隊
を
設
置
。

防
災
行
政
無
線
再
整
備
工
事
は
。

本
年
度
は
新
庁
舎
の
親
局
の
整
備
。

入
湯
税
で
年
間
の
入
湯
者
数
の
見
込

み
は
。

宿
泊
が
２
２
８
名
、
日
帰
り
７
万
３

０
０
０
名
分
。

鴻
ノ
巣
公
園
遊
具
更
新
事
業
は
。

８
基
の
設
置
で
４
０
０
０
万
円
計

上
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
業
務
委
託
料

は
。

野
々
川
の
洪
水
マ
ッ
プ
を
予
定
。

町
道
改
良
及
び
舗
装
工
事
の
場
所

は
。

南
部
線
、
西
部
線
、
皿
山
長
野
線
、

中
央
小
前
の
横
枕
線
。

浄
化
槽
設
置
事
業
補
助
金
は
。

新
築
の
18
基
で
２
１
０
０
万
円
を
予

定
。

水
道
管
の
老
朽
は
何
年
を
め
ど
に
。

概
ね
50
年
を
耐
用
年
数
と
想
定
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
登
録
状
況
は
。

交
付
率
74
・
２
％
、
申
請
件
数
率

77
・
７
％

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
受
付
の
時
間
外
は
。

月
２
回
、
日
曜
日
と
平
日
の
夜
を
予

定
。

合
祀
墓
設
置
工
事
に
つ
い
て
。

町
民
霊
園
の
無
縁
墓
30
基
分
が
入
る

合
祀
墓
を
設
置
。

資
源
ゴ
ミ
回
収
団
体
奨
励
補
助
金

は
。

登
録
し
て
い
る
11
地
区
に
支
出
。

野
良
猫
不
妊
去
勢
手
術
費
補
助
は
。

20
頭
分
の
24
万
円
を
計
上
。

保
育
環
境
改
善
補
助
金
１
９
８
万
円

は
。

送
迎
バ
ス
に
置
き
去
り
防
止
装
置
の

設
置
。

母
子
手
帳
ア
プ
リ
利
用
料
は
。

年
間
39
万
６
０
０
０
円
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
は
。

４
０
０
０
人
分
で
１
０
０
０
万
円
を

計
上
。

有
害
鳥
獣
捕
獲
対
策
委
託
料
は
。

イ
ノ
シ
シ
等
１
０
０
０
頭
分
の
見
込
。

畜
産
業
振
興
事
業
に
つ
い
て
。

肉
用
牛
肥
育
経
営
安
定
、
自
給
飼
料

支
援
等
。

高
齢
者
タ
ク
シ
ー
券
利
用
率
は
。

現
在
62
・
５
％
、
決
算
時
70
％
の
見

込
。

家
族
介
護
支
援
事
業
補
助
金
は
。

在
宅
高
齢
者
に
お
む
つ
代
を
補
助
。

ＱＱ Ａ

ＱＱＱＱＱ

ＱＡＡＡＡ Ａ

ＱＱＱＱ ＡＡＡＡＡＱＡＱＡ

ＱＱＱＱ

Ｑ

ＡＡＡＡＡ

Ａ
総
務
課

税
務
課

建
設
課

水
道
課

住
民
福
祉
課

ＱＱ ＡＡ

子
ど
も
・
健
康
保
険
課

農
林
課

長
寿
支
援
課

　　　　本町の介護現場も人手不足で、募集をかけても応募がない現状が続いています。世間
では「働き方改革」が叫ばれていますが、365 日 24 時間体制の入所系施設では特に、職員の
希望にそったシフトを組むのが難しく、子育て世代には働きにくいため、職員の高齢化も進んで
います。施設はあっても職員不足で利用できない状況になりつつあるのです。
　今後さらに認知症患者が増加すると予想されていて、家族の負担軽減のためには、入所系施
設の拡充が急がれます。しかし訪問看護師や施設看護師等は処遇がよくなく、在宅・施設にか
かわらず看取り環境にも影響が出かねないと危惧されます。職員の処遇改善、施設の拡充など、
団塊の世代が超高齢者となる約20 年先を見据えた施策が大きな課題だと考えます。

　「オレンジの樹」や「包括支援センター」の活動は本当に素晴らしく、町ぐるみでバッ
クアップするために、一層の情報発信と周知の徹底を図ってもらいたいと思います。
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　窯業も農業も課題は後継者の育成のあり方で、解決策は行政が積極的に後継者育成
を開始することと考えます。「行政が農民をつくり、生地屋をつくる」　減少する現状を黙っ
て見ているのではなく、行政が主導する後継者の生産工場的な役割を担うようにしたら
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　　　　中心部は買い物等の便が良いため新しい住宅が増加していますが、上や下地区
でも便利な生活ができるような活性化策（独自の交通システムや商店街まちづくり）を計
画してほしい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（60 代・主婦）

　　　　退職後、毎朝の登校見守り活動を始めて７年目になります。私が立つ南小学校近くの三
叉路は、大型トラックの通行が激しく歩道も狭いため危険な通学路となっています。長年危険性
が指摘され、議会でも取り上げられました。通行量の調査や図面等のデータを揃え交渉した結果、
ようやく正規の信号機が設置されましたが、今でも危険で、雨の日は特に傘が車と接触しないか
心配しながら見守っている状況です。

　「子どもは地域の宝」です。子どもの成長が感じられるこの見守り活動は、私のエネ
ルギー源になっています。これからも体力気力のあるうちは続けようと思います。

（60 代・登校見守りボランティア）

町民の 「いま」と「これから」を考える
町の課題と解決策について、ご意見を伺いました。

＊紙面の都合上、省略や変更した箇所がありますことをお許しください。
　お寄せいただいたご意見は、議員間で共有し今後の活動に反映していきたいと思います。
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　先の２回の町議会議員選挙が無投票であったことを受け、本事件は議会から発委提案され
た。これまで議員定数について協議と検討を重ねてきたが合意に至らなかった。
　また、議員数の適正値も見い出なかったが、これからの人口減や類似団体等の比較を行い、
採決の結果、定数を 12名という結果に至った。

　本請願については、総務文教委員会に付託され、審査を行った。
　審査にあたって、東彼民主商工会と東彼商工会について調査や意見交換会を実施した。
　東彼民主商工会においては、制度導入に対して慎重で、制度理解のための学習会や実施中止の
署名活動を行われている。
　東彼商工会においては、制度導入にあたって会員への制度理解や相談活動に努められ、制度導入に対す
る準備が進められている。

城後　光 議員　制度実施の法律が差し迫って事業が始まるタイミングでの中止を求めることは
現実的ではない。苦渋の選択ながら意見書の提出については採択すべきではないと考える。

横山聖代 議員　今年10月から始まる制度なのにもかかわらず、制度を理解していない方も多い。
実施延期を求めたり、経過措置期間限定の排除を求めたり、町内事業者のことを考えてほしい。

波佐見町議会の議員の定数を定める条例の
一部を改正する条例

　町長は今後の行政のデジタル化等に対応するため組織、機構を見直し、効率的
な運営を図りたいとして、企画情報課や税務財政課の新しい課の設置に理解を求めた。
しかし一部の課への負担が大きくなること。職員や議会への説明も十分でなく理解が得られ
てないこと。提案が拙速で対応策も十分でないとして１対 11で否決された。

波佐見町課設置条例の一部を改正する条例

３月 定例会　議案審議 ２月 臨時会　議案審議

反　対　討　論 賛　成　討　論

岡村達馬 議員
　議員についてはこの２年間で半数近く
が激しく入れ替わっている。町の予算を
見ても元年度のほぼ２倍、予算・決算の
精査のマンパワーが不足しています。絶
対的には反対しませんが、拙速な決定に
は不安を持ちます。現時点での定数減案
には反対する。

反 

対 

討 

論

賛
成
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

反
対
討
論

北村清美 議員
　拙速過ぎることに疑問である。町長しか分からないことは、町長が説明すべきで
ある。議案は十分に職員間で納得してもらったのか。審議されていないことは明白
である。少なくとも課長や職員には理解してもらい上程すべきである。

脇坂正孝 議員
　今回の改編は、頭を変えただけで班のままでは効果があるとは思えない。町長の
施策を実現するためには、せめて「室」として独立した組織として町をあげて推進
しなければならない。今回の提案では、総務課へ重要な業務が集中し過ぎないか。

岡村達馬 議員
　本提案に対する説明不足の感はあるが、町のＤＸ業務を優先させ、町の安定を図
りたいとの思いが見て取れる。今回の条例案が仮に否決された場合、町民の暮らし
への影響は計り知れない所が出てくるものもある。

岡村真由美 議員
　定数削減は議員の「なりて不足の打開
策」になり得ない。むしろ加速する事態
ともなりかねない。また当選に必要な得
票数が多くなるため立候補のハードルが
高くなり、無投票と削減の繰り返しも懸
念される。議会は町民の多種多様な意見
を反映させる場でなくてはならない。

澤田昭則 議員
　人口減少により県内各議会の定数減が
続いている。今回の削減は 10 年、15 年
先を見据えた適正な考えだと思う。議員
も資質の向上を図り、委員会活動や議会
活動充実のために新たな制度も検討する
必要がある。定数削減案に賛成する。

尾上和孝 議員
　定数削減は議会改革調査特別委員会で
長い時間議論してきた。人口 1000 人に
１人と言う考えはあるが今後の人口減少
は避けて通れない。近隣を見ても議員定
数削減に向かっている。個別の聞き取り
や自治会長会からの要望や 2 回の無投票
の結果を受け身を切る改革が必要である。

可決

可決

可決
否決

不採択
【請願】「消費税インボイス制度の実施中止を求める意見書」提出について

　本議案は、２月の臨時会において賛成少数で否決されたことを受け、再度３月定例会に
追加議案として提案された。
　提案理由は、組織、機構を見直し効率的な行政運営を図るため、改正するものである。

北村清美 議員　まず拙速過ぎることが問題である。職員間で議論させて、答申案を出して、結
論を出し、提案すべきである。

脇坂正孝 議員　町長肝入りのＤX推進の部署については、新設をして、より効果を上げるべきで
ある。また、提案された時期も納得できない。

波佐見町課設置条例の一部を改正する条例

　議員の定数や議員の報酬等については、議会改革調査特別委員会において時間をかけて協
議を行ってきた。今回、波佐見町特別職報酬審査会の答申を受け、議員報酬及び費用弁償等
に関する条例の一部改正するものである。

岡村達馬 議員　コロナがまん延し本町でも製造・経済活動に大きな打撃を与え、回復には至っ
ていない。農業においても米の価格低落は未だに続いている。削減された報酬は、子どもたち
や福祉・高齢者に使うべきである。

岡村真由美 議員　一般町民の暮らしは大変厳しくなっている。今必要なのは、一律の報酬の引
き上げではなく、政務活動費の支給だと考える。

城後　光 議員　議員や議会に求められる活動は幅が広がっている。また、議会議員に対する責
任が求められることも増えている。この案は妥当なものであるものとして賛成する。

波佐見町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例

岡村達馬 議員　次の変革、進化につながっていくものと確信する。今回の改正条例が否決され
ると町は大きくデジタル化へ立ち遅れが生じ、それに伴う混乱は取り返しのつかない事態が発生
する。

福田勝也 議員　前回の反省を踏まえて、管理職と協議されたものと判断する。ベストな体制か
は分からないが、課の業務の均等が図られているものと感じられるので、現状ではベターな選択
と考える。

岡村真由美 議員　必要な改革であるし、リーダーである町長に任せるべき、町政に失敗は許さ
れない、責任を持って職員と調和してやって行かれると信じる。
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　先の２回の町議会議員選挙が無投票であったことを受け、本事件は議会から発委提案され
た。これまで議員定数について協議と検討を重ねてきたが合意に至らなかった。
　また、議員数の適正値も見い出なかったが、これからの人口減や類似団体等の比較を行い、
採決の結果、定数を 12名という結果に至った。

　本請願については、総務文教委員会に付託され、審査を行った。
　審査にあたって、東彼民主商工会と東彼商工会について調査や意見交換会を実施した。
　東彼民主商工会においては、制度導入に対して慎重で、制度理解のための学習会や実施中止の
署名活動を行われている。
　東彼商工会においては、制度導入にあたって会員への制度理解や相談活動に努められ、制度導入に対す
る準備が進められている。

城後　光 議員　制度実施の法律が差し迫って事業が始まるタイミングでの中止を求めることは
現実的ではない。苦渋の選択ながら意見書の提出については採択すべきではないと考える。

横山聖代 議員　今年10月から始まる制度なのにもかかわらず、制度を理解していない方も多い。
実施延期を求めたり、経過措置期間限定の排除を求めたり、町内事業者のことを考えてほしい。

波佐見町議会の議員の定数を定める条例の
一部を改正する条例

　町長は今後の行政のデジタル化等に対応するため組織、機構を見直し、効率的
な運営を図りたいとして、企画情報課や税務財政課の新しい課の設置に理解を求めた。
しかし一部の課への負担が大きくなること。職員や議会への説明も十分でなく理解が得られ
てないこと。提案が拙速で対応策も十分でないとして１対 11で否決された。

波佐見町課設置条例の一部を改正する条例

３月 定例会　議案審議 ２月 臨時会　議案審議

反　対　討　論 賛　成　討　論

岡村達馬 議員
　議員についてはこの２年間で半数近く
が激しく入れ替わっている。町の予算を
見ても元年度のほぼ２倍、予算・決算の
精査のマンパワーが不足しています。絶
対的には反対しませんが、拙速な決定に
は不安を持ちます。現時点での定数減案
には反対する。

反 

対 

討 

論

賛
成
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

反
対
討
論

北村清美 議員
　拙速過ぎることに疑問である。町長しか分からないことは、町長が説明すべきで
ある。議案は十分に職員間で納得してもらったのか。審議されていないことは明白
である。少なくとも課長や職員には理解してもらい上程すべきである。

脇坂正孝 議員
　今回の改編は、頭を変えただけで班のままでは効果があるとは思えない。町長の
施策を実現するためには、せめて「室」として独立した組織として町をあげて推進
しなければならない。今回の提案では、総務課へ重要な業務が集中し過ぎないか。

岡村達馬 議員
　本提案に対する説明不足の感はあるが、町のＤＸ業務を優先させ、町の安定を図
りたいとの思いが見て取れる。今回の条例案が仮に否決された場合、町民の暮らし
への影響は計り知れない所が出てくるものもある。

岡村真由美 議員
　定数削減は議員の「なりて不足の打開
策」になり得ない。むしろ加速する事態
ともなりかねない。また当選に必要な得
票数が多くなるため立候補のハードルが
高くなり、無投票と削減の繰り返しも懸
念される。議会は町民の多種多様な意見
を反映させる場でなくてはならない。

澤田昭則 議員
　人口減少により県内各議会の定数減が
続いている。今回の削減は 10 年、15 年
先を見据えた適正な考えだと思う。議員
も資質の向上を図り、委員会活動や議会
活動充実のために新たな制度も検討する
必要がある。定数削減案に賛成する。

尾上和孝 議員
　定数削減は議会改革調査特別委員会で
長い時間議論してきた。人口 1000 人に
１人と言う考えはあるが今後の人口減少
は避けて通れない。近隣を見ても議員定
数削減に向かっている。個別の聞き取り
や自治会長会からの要望や 2 回の無投票
の結果を受け身を切る改革が必要である。

可決

可決

可決
否決

不採択
【請願】「消費税インボイス制度の実施中止を求める意見書」提出について

　本議案は、２月の臨時会において賛成少数で否決されたことを受け、再度３月定例会に
追加議案として提案された。
　提案理由は、組織、機構を見直し効率的な行政運営を図るため、改正するものである。

北村清美 議員　まず拙速過ぎることが問題である。職員間で議論させて、答申案を出して、結
論を出し、提案すべきである。

脇坂正孝 議員　町長肝入りのＤX推進の部署については、新設をして、より効果を上げるべきで
ある。また、提案された時期も納得できない。

波佐見町課設置条例の一部を改正する条例

　議員の定数や議員の報酬等については、議会改革調査特別委員会において時間をかけて協
議を行ってきた。今回、波佐見町特別職報酬審査会の答申を受け、議員報酬及び費用弁償等
に関する条例の一部改正するものである。

岡村達馬 議員　コロナがまん延し本町でも製造・経済活動に大きな打撃を与え、回復には至っ
ていない。農業においても米の価格低落は未だに続いている。削減された報酬は、子どもたち
や福祉・高齢者に使うべきである。

岡村真由美 議員　一般町民の暮らしは大変厳しくなっている。今必要なのは、一律の報酬の引
き上げではなく、政務活動費の支給だと考える。

城後　光 議員　議員や議会に求められる活動は幅が広がっている。また、議会議員に対する責
任が求められることも増えている。この案は妥当なものであるものとして賛成する。

波佐見町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例

岡村達馬 議員　次の変革、進化につながっていくものと確信する。今回の改正条例が否決され
ると町は大きくデジタル化へ立ち遅れが生じ、それに伴う混乱は取り返しのつかない事態が発生
する。

福田勝也 議員　前回の反省を踏まえて、管理職と協議されたものと判断する。ベストな体制か
は分からないが、課の業務の均等が図られているものと感じられるので、現状ではベターな選択
と考える。

岡村真由美 議員　必要な改革であるし、リーダーである町長に任せるべき、町政に失敗は許さ
れない、責任を持って職員と調和してやって行かれると信じる。
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委員会
レポート 産業厚生委員会

委員会
レポート 総務文教委員会委員会

レポート 新庁舎建設等調査特別委員会

・令和４年度一般会計補正予算（第７号）
・波佐見町課設置条例の一部を改正する条例
・町長及び副町長の給与に関する条例の一部を改正する条例
・町内小中学校トイレ改修工事（１工区）請負契約の変更
・町内小中学校トイレ改修工事（２工区）請負契約の変更
波佐見町議会議員の定数を定める条例の一部を改正する条例
・令和５年度一般会計予算
・令和５年度特別会計予算（３会計）
　　国民健康保険、後期高齢、介護保険
・令和５年度企業会計予算（３会計）
　　上水道事業、下水道事業、工業用水道事業
・令和４年度一般会計補正予算（第８号）
・令和４年度特別会計補正予算
　　国民健康保険（第３号）、後期高齢（第１号）、介護保険（第３号）、
　　公共下水道（第３号）
・令和４年度上水道事業会計補正予算（第３号）
・波佐見町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例
・参考人等に対する実費弁償に関する条例の一部を改正する条例
・波佐見町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
・波佐見町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定め
  る条例の一部を改正する条例
・波佐見町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
・波佐見町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一
  部を改正する条例
・波佐見町子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例
・波佐見町国民健康保険条例の一部を改正する条例
・波佐見町個人情報保護法施行条例
・波佐見町課設置条例の一部を改正する条例
・波佐見町新庁舎建設工事請負契約の変更
・稗木場地区急傾斜地崩壊対策工事請負契約の締結
・波佐見町イントラネット構築事業請負契約の締結
・波佐見町新庁舎什器購入事業（その１）物品売買契約の締結
・波佐見町新庁舎什器購入事業（その２）物品売買契約の締結
・波佐見町新庁舎什器購入事業（その３）物品売買契約の締結
・波佐見町新庁舎什器購入事業（その４）物品売買契約の締結
・字の区域の変更
・波佐見町議会の個人情報の保護に関する条例
・波佐見町議会委員会条例の一部を改正する条例

補正予算

補正予算

条 例

条 例

財 産

その他

契 約

契 約

発 委

発 議

予 算

審議の
結　果
可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

否　決

賛 否 表
◯賛成　●反対　　※議長は採決に加わりません。　

議席
No.

　本委員会は、令和４年第３回議会で付託となった２件について、審査を行った。

１　「消費税インボイス制度の実施中止を求める意見書」提出について
　この請願は東彼民主商工会から提出されたもので、令和 4 年 12 月定例会で付託を受け、令
和５年１月 30日及び２月８日に審査した。

　（１）請願の趣旨
　本年 10 月からインボイス制度（適格請求書等保存方式）の実施が予定されている。この
制度は、免税業者を取引から排除しかねず、中小企業・自営業者には対応できる状況では
ない。「消費税インボイス制度の実施中止を求める意見書」を政府に提出するよう要請する。

　（２）審査のまとめ
東彼民主商工会から請願について説明を受け、質疑を行った。
また、東彼商工会と意見交換会を実施した。

　（３）審査の結果
賛成少数で不採択すべきものと決定した。

２　「波佐見町基本構想について」
　この議案は令和 4年 12月定例会で付託を受け、令和 5年２月１日に審査を行った。

　（１）制定の背景
　10 年間のまちづくりの指針として、令和５
年度～ 14年度を見据え、町民が暮らしやすい
持続可能なまちづくりを進めるべく、第６次波
佐見町総合計画を策定することとなった。

　（２）審査のまとめ
同基本構想（案）について、執行部から概要の
説明があった。
作成の必要性や内容等について、多くの質問等
があった。

　（３）審査の結果
全会一致で可決すべきものと決定した。

　本委員会は、２月８日と３月14日に調査を行った。
　説明員　大橋庁舎建設推進室長・中村庁舎建設班係長
１　調査事項１
　①３階フロア配置と什器発注の種別について
　　　３階フロアは主に議会エリアを形成
　　　議場、傍聴席、傍聴待合ロビー、委員会室、
　　　正副議長室、議員控室
　　　議員更衣室（男女別）、議会事務局
　②什器の仕様
　　　建設工事に含まれる什器…議場、傍聴席、
　　　　　　　　　　　　　　　議会事務局
　　　　　　　　　　　　　　（※窓口カウンターのみ）
　　　入札で備品購入する什器…傍聴待合ロビー、委員会室、正副議長室、議員控室、
　　　　　　　　　　　　　　　議員更衣室、議会事務局
２　調査事項２
　①議会事務局室等フロアの配置変更について
　　　議会事務局面積の拡張、男性更衣室・ロッカー室廃止、議会備品倉庫新設
　②委員会室及び議員控室の什器計画等について
　　　委員会室什器（３月17日入札執行）
　　　議員控室（３パターンから全員協議会等にて選考予定）
３　今後の調査予定
　・工程について…新庁舎本年度９月完成予定。来庁者駐車場の一部変更など。
　・議場家具の選考…県、他市町を参考に。
　・什器の発注…各什器選考（６月定例会にて議案提出）・什器搬入（９月、10月）
　　　　　　　　本委員会と全員協議会等にて什器のデザイン、材質等で確認検討
　　　　　　　　備品譲渡会予定　令和６年１月

　本委員会は、２月13日に波佐見町建設業組合と意見交換会を行い、その後建設課の調査を実
施した。

１　所管全般について
　現在の建設業界は、職人や施工管理技術者の人員確保が厳しい。特に若年層がいない。
　また、官製談合事件以降、職員とのコミュニケーションがうまく取れていない。これらの意見
を踏まえ質疑を行い、工事発注における余裕工期の設定や週休２日制の導入、石積工などの職人
確保が困難な工種の工法選定においての配慮など今後、現場の状況を考慮し検討が必要である。
　役場職員と受注者とのコミニュケーションについては、コンプライアンスガイドラインに沿っ
て対応しているものと見るが円滑に進めるための工夫が必要である。

２　所見
　意見交換会については、町内の建設業を取巻く現状について生の声を聴取することができたこ
とは大変有意義であった。
　特に気になるのが人手不足。工事を管理する
技術者も各種職人も不足している状況は町内や
県内に限らず全国的な問題となっている。土木
系においては更に深刻な状況で、若年層の確保
が困難なことから作業員の高齢化により工事の
進捗にも影響が出ている。
　建設課も現在の状況は認識しており今後、円
滑な事業推進に向け様々な対策を講じるべきで
ある。
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委員会
レポート 産業厚生委員会

委員会
レポート 総務文教委員会委員会

レポート 新庁舎建設等調査特別委員会

・令和４年度一般会計補正予算（第７号）
・波佐見町課設置条例の一部を改正する条例
・町長及び副町長の給与に関する条例の一部を改正する条例
・町内小中学校トイレ改修工事（１工区）請負契約の変更
・町内小中学校トイレ改修工事（２工区）請負契約の変更
波佐見町議会議員の定数を定める条例の一部を改正する条例
・令和５年度一般会計予算
・令和５年度特別会計予算（３会計）
　　国民健康保険、後期高齢、介護保険
・令和５年度企業会計予算（３会計）
　　上水道事業、下水道事業、工業用水道事業
・令和４年度一般会計補正予算（第８号）
・令和４年度特別会計補正予算
　　国民健康保険（第３号）、後期高齢（第１号）、介護保険（第３号）、
　　公共下水道（第３号）
・令和４年度上水道事業会計補正予算（第３号）
・波佐見町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例
・参考人等に対する実費弁償に関する条例の一部を改正する条例
・波佐見町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
・波佐見町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定め
  る条例の一部を改正する条例
・波佐見町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
・波佐見町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一
  部を改正する条例
・波佐見町子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例
・波佐見町国民健康保険条例の一部を改正する条例
・波佐見町個人情報保護法施行条例
・波佐見町課設置条例の一部を改正する条例
・波佐見町新庁舎建設工事請負契約の変更
・稗木場地区急傾斜地崩壊対策工事請負契約の締結
・波佐見町イントラネット構築事業請負契約の締結
・波佐見町新庁舎什器購入事業（その１）物品売買契約の締結
・波佐見町新庁舎什器購入事業（その２）物品売買契約の締結
・波佐見町新庁舎什器購入事業（その３）物品売買契約の締結
・波佐見町新庁舎什器購入事業（その４）物品売買契約の締結
・字の区域の変更
・波佐見町議会の個人情報の保護に関する条例
・波佐見町議会委員会条例の一部を改正する条例

補正予算

補正予算

条 例

条 例

財 産

その他

契 約

契 約

発 委

発 議

予 算

審議の
結　果
可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

否　決

賛 否 表
◯賛成　●反対　　※議長は採決に加わりません。　

議席
No.

　本委員会は、令和４年第３回議会で付託となった２件について、審査を行った。

１　「消費税インボイス制度の実施中止を求める意見書」提出について
　この請願は東彼民主商工会から提出されたもので、令和 4 年 12 月定例会で付託を受け、令
和５年１月 30日及び２月８日に審査した。

　（１）請願の趣旨
　本年 10 月からインボイス制度（適格請求書等保存方式）の実施が予定されている。この
制度は、免税業者を取引から排除しかねず、中小企業・自営業者には対応できる状況では
ない。「消費税インボイス制度の実施中止を求める意見書」を政府に提出するよう要請する。

　（２）審査のまとめ
東彼民主商工会から請願について説明を受け、質疑を行った。
また、東彼商工会と意見交換会を実施した。

　（３）審査の結果
賛成少数で不採択すべきものと決定した。

２　「波佐見町基本構想について」
　この議案は令和 4年 12月定例会で付託を受け、令和 5年２月１日に審査を行った。

　（１）制定の背景
　10 年間のまちづくりの指針として、令和５
年度～ 14年度を見据え、町民が暮らしやすい
持続可能なまちづくりを進めるべく、第６次波
佐見町総合計画を策定することとなった。

　（２）審査のまとめ
同基本構想（案）について、執行部から概要の
説明があった。
作成の必要性や内容等について、多くの質問等
があった。

　（３）審査の結果
全会一致で可決すべきものと決定した。

　本委員会は、２月８日と３月14日に調査を行った。
　説明員　大橋庁舎建設推進室長・中村庁舎建設班係長
１　調査事項１
　①３階フロア配置と什器発注の種別について
　　　３階フロアは主に議会エリアを形成
　　　議場、傍聴席、傍聴待合ロビー、委員会室、
　　　正副議長室、議員控室
　　　議員更衣室（男女別）、議会事務局
　②什器の仕様
　　　建設工事に含まれる什器…議場、傍聴席、
　　　　　　　　　　　　　　　議会事務局
　　　　　　　　　　　　　　（※窓口カウンターのみ）
　　　入札で備品購入する什器…傍聴待合ロビー、委員会室、正副議長室、議員控室、
　　　　　　　　　　　　　　　議員更衣室、議会事務局
２　調査事項２
　①議会事務局室等フロアの配置変更について
　　　議会事務局面積の拡張、男性更衣室・ロッカー室廃止、議会備品倉庫新設
　②委員会室及び議員控室の什器計画等について
　　　委員会室什器（３月17日入札執行）
　　　議員控室（３パターンから全員協議会等にて選考予定）
３　今後の調査予定
　・工程について…新庁舎本年度９月完成予定。来庁者駐車場の一部変更など。
　・議場家具の選考…県、他市町を参考に。
　・什器の発注…各什器選考（６月定例会にて議案提出）・什器搬入（９月、10月）
　　　　　　　　本委員会と全員協議会等にて什器のデザイン、材質等で確認検討
　　　　　　　　備品譲渡会予定　令和６年１月

　本委員会は、２月13日に波佐見町建設業組合と意見交換会を行い、その後建設課の調査を実
施した。

１　所管全般について
　現在の建設業界は、職人や施工管理技術者の人員確保が厳しい。特に若年層がいない。
　また、官製談合事件以降、職員とのコミュニケーションがうまく取れていない。これらの意見
を踏まえ質疑を行い、工事発注における余裕工期の設定や週休２日制の導入、石積工などの職人
確保が困難な工種の工法選定においての配慮など今後、現場の状況を考慮し検討が必要である。
　役場職員と受注者とのコミニュケーションについては、コンプライアンスガイドラインに沿っ
て対応しているものと見るが円滑に進めるための工夫が必要である。

２　所見
　意見交換会については、町内の建設業を取巻く現状について生の声を聴取することができたこ
とは大変有意義であった。
　特に気になるのが人手不足。工事を管理する
技術者も各種職人も不足している状況は町内や
県内に限らず全国的な問題となっている。土木
系においては更に深刻な状況で、若年層の確保
が困難なことから作業員の高齢化により工事の
進捗にも影響が出ている。
　建設課も現在の状況は認識しており今後、円
滑な事業推進に向け様々な対策を講じるべきで
ある。

２
月
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時
会
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定
　
例
　
会
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　学校の部活動や
授業が大きく、し
かも急激に変わろう
としている。先生たちの負担

軽減とされている
が対応は大丈夫か。

つぶ
　やき

※は掲載項目です

3月
定例会

11人が登壇
一般質問
11人が登壇
一般質問

QRコードを読み取ると各議員の動画が見られます。

ページ 議員名 質問項目

14
・
15

16
・
17

10
・
11

12
・
13

前田　博司

岡村　達馬

田添　有喜

尾上　和孝

城後　　光

福田　勝也

濵本　秋人

北村　清美

脇坂　正孝

澤田　昭則

岡村真由美

※・施政方針（地域公共交通、西ノ原土
　　地区画整理事業）
※・町の情報発信
　・令和３年度災害復旧事業の進捗

※・施政方針（小児科誘致）
※・公立中学校の部活動地域移行
※・ギガスクールにおけるデジタル教科
　　書の採用と活用

※・道路整備と歩道整備
※・河川整備と「桜づつみ」の維持・管理
※・イノシシ等の被害防止対策

※・空き家・老朽化家屋の対策と相続登
　　記義務化
※・再利用できる資源の活用

※・公共工事を取り巻く環境変化
※・公共交通を取り巻く環境変化

※・施政方針（移住・定住、高齢者福祉、
　　スポーツ など）

※・観光地づくり
※・廃石膏リサイクル事業
※・人口減少対策

※・施政方針（介護事業 など）

　・施政方針（定住支援・企業誘致、空
　　き家対策）
※・教育行政

※・施政方針
　　（公園整備、定住支援、経済支援、
　　ふるさと教育、スポーツ など）

※・施政方針
　　（小児科誘致、保育士確保、波佐見
　　高校支援 など）

前田　博司 議員岡村　達馬 議員
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町
内
を
走
る
路
線
バ
ス
で
は

減
便
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
聞

く
。
通
学
等
へ
の
影
響
も
避
け

ら
れ
な
い
。

　　
　
　
地
域
公
共
交
通
に
お
け

　
　
　
る
三
層
に
よ
る
交
通
シ

ス
テ
ム
の
連
携
確
立
を
図
る
と

あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
連
携
を

図
る
の
か
。

　
　
　
バ
ス
と
タ
ク
シ
ー
の
中

　
　
　
間
的
存
在
の
乗
合
交
通

を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
バ
ラ
ン

ス
を
図
っ
て
い
る
。
乗
継
本
数

や
運
行
委
託
を
含
め
て
、
利
便

性
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

　
長
期
間
に
及
ん
で
い
る
西
ノ

原
土
地
区
画
整
理
事
業
に
は
地

元
関
係
者
も
疲
弊
し
て
い
る
。

　
　
　
本
事
業
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
基
金
な
ど
を
活
用
し
た

集
中
投
資
に
よ
る
早
期
完
成
を

目
指
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
他
の
事
業
の
取
組
み
も

　
　
　
あ
り
、
財
源
的
な
裏
付

け
が
必
要
と
な
る
。
現
行
の
計

画
の
ま
ま
で
は
厳
し
い
た
め
、

計
画
変
更
も
含
め
地
元
の
方
と

話
合
い
な
が
ら
一
刻
も
早
い
完

了
に
向
け
て
取
り
組
む
。

　
町
の
情
報
発
信
の
ツ
ー
ル
は

様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
必

要
が
あ
る
。

　
　
　
情
報
発
信
な
ど
を
統
括

　
　
　
す
る
広
報
担
当
部
署
を

設
置
で
き
な
い
か
。

　
　
　
設
置
す
る
に
は
、
組
織
・

　
　
　
機
構
を
見
直
す
こ
と
が

選
択
肢
と
し
て
あ
る
が
、
現
状

は
若
手
職
員
を
中
心
構
成
す
る

情
報
発
信
委
員
会
で
広
報
紙
を

中
心
に
検
証
を
行
い
、
各
部
署

の
連
携
に
努
め
て
い
る
。

　
施
政
方
針
の「
医
療
・
保
険
」、

基
本
方
針
で
の
「
住
み
よ
い

町
」「
定
住
で
き
る
町
」
の
実

現
に
向
け
て
、
小
児
科
誘
致
が

必
要
で
あ
る
。

　
　
　
人
口
減
少
が
進
む
今
、

　
　
　
子
育
て
世
代
や
移
住
定

住
に
は
小
児
科
は
欠
か
せ
な
い

と
思
う
が
。

　
　
　
具
体
的
に
施
策
と
し
て

　
　
　
小
児
科
の
誘
致
を
検
討

し
て
い
る
。
町
内
医
師
会
と
も

協
議
を
進
め
て
い
る
。

　
多
忙
を
極
め
る
教
員
の
働
き

方
改
革
で
、
休
日
の
部
活
動
が

地
域
や
民
間
指
導
に
委
ね
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。

　
　
　
中
学
校
の
休
日
の
部
活

　
　
　
動
は
ど
の
よ
う
に
行
わ

れ
、そ
の
指
導
体
制
の
現
状
は
。

　
　
　
全
校
生
徒
の
９
割
が
部

　
　
　
活
動
に
参
加
し
、
教
員

と
地
域
の
外
部
指
導
者
34
名
で

指
導
し
て
い
る
。
教
員
の
休
日

確
保
の
た
め
に
月
曜
日
は
ノ
ー

部
活
動
と
し
て
い
る
。

　
文
部
科
学
省
は
令
和
６
年
度

か
ら
小
学
５
年
生
の
算
数
と
中

学
３
年
生
の
英
語
で
、
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
の
先
行
導
入
方
針
を

固
め
た
。

　
　
　
文
科
省
は
４
年
度
に
実

　
　
　
証
授
業
と
し
て
全
国
の

す
べ
て
の
小
中
学
校
に
無
償
提

供
し
た
。波
佐
見
町
で
は
ど
う
か
。

　
　
　
波
佐
見
町
で
は
算
数
と

　
　
　
国
語
を
要
望
し
た
が
、

一
部
変
更
し
た
も
の
も
あ
っ

た
。
ま
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
一
斉

使
用
に
よ
り
フ
リ
ー
ズ
が
起
こ

り
、
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
。

議員

今後、関係者の協
力を得て進めたい

中学校の部活動
地域移行は

町長町長

教育長

教育長

町長

町長

議員議員

議員

議員議員

一刻も早い完了
に向け取り組む

西ノ原に集中投資を

町長

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

　西ノ原土地区画

整理事業の早期完了

に向けての本気度

を期待する。

つぶ
　やき

乗合交通波佐見中全国大会出場

西の原県道１号線
デジタル教科書による事業

（イメージ）

教育長



　学校の部活動や
授業が大きく、し
かも急激に変わろう
としている。先生たちの負担

軽減とされている
が対応は大丈夫か。

つぶ
　やき

※は掲載項目です

3月
定例会

11人が登壇
一般質問
11人が登壇
一般質問

QRコードを読み取ると各議員の動画が見られます。

ページ 議員名 質問項目

14
・
15

16
・
17

10
・
11

12
・
13

前田　博司

岡村　達馬

田添　有喜

尾上　和孝

城後　　光

福田　勝也

濵本　秋人

北村　清美

脇坂　正孝

澤田　昭則

岡村真由美

※・施政方針（地域公共交通、西ノ原土
　　地区画整理事業）
※・町の情報発信
　・令和３年度災害復旧事業の進捗

※・施政方針（小児科誘致）
※・公立中学校の部活動地域移行
※・ギガスクールにおけるデジタル教科
　　書の採用と活用

※・道路整備と歩道整備
※・河川整備と「桜づつみ」の維持・管理
※・イノシシ等の被害防止対策

※・空き家・老朽化家屋の対策と相続登
　　記義務化
※・再利用できる資源の活用

※・公共工事を取り巻く環境変化
※・公共交通を取り巻く環境変化

※・施政方針（移住・定住、高齢者福祉、
　　スポーツ など）

※・観光地づくり
※・廃石膏リサイクル事業
※・人口減少対策

※・施政方針（介護事業 など）

　・施政方針（定住支援・企業誘致、空
　　き家対策）
※・教育行政

※・施政方針
　　（公園整備、定住支援、経済支援、
　　ふるさと教育、スポーツ など）

※・施政方針
　　（小児科誘致、保育士確保、波佐見
　　高校支援 など）

前田　博司 議員岡村　達馬 議員
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町
内
を
走
る
路
線
バ
ス
で
は

減
便
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
聞

く
。
通
学
等
へ
の
影
響
も
避
け

ら
れ
な
い
。

　　
　
　
地
域
公
共
交
通
に
お
け

　
　
　
る
三
層
に
よ
る
交
通
シ

ス
テ
ム
の
連
携
確
立
を
図
る
と

あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
連
携
を

図
る
の
か
。

　
　
　
バ
ス
と
タ
ク
シ
ー
の
中

　
　
　
間
的
存
在
の
乗
合
交
通

を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
バ
ラ
ン

ス
を
図
っ
て
い
る
。
乗
継
本
数

や
運
行
委
託
を
含
め
て
、
利
便

性
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

　
長
期
間
に
及
ん
で
い
る
西
ノ

原
土
地
区
画
整
理
事
業
に
は
地

元
関
係
者
も
疲
弊
し
て
い
る
。

　
　
　
本
事
業
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
基
金
な
ど
を
活
用
し
た

集
中
投
資
に
よ
る
早
期
完
成
を

目
指
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
他
の
事
業
の
取
組
み
も

　
　
　
あ
り
、
財
源
的
な
裏
付

け
が
必
要
と
な
る
。
現
行
の
計

画
の
ま
ま
で
は
厳
し
い
た
め
、

計
画
変
更
も
含
め
地
元
の
方
と

話
合
い
な
が
ら
一
刻
も
早
い
完

了
に
向
け
て
取
り
組
む
。

　
町
の
情
報
発
信
の
ツ
ー
ル
は

様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
必

要
が
あ
る
。

　
　
　
情
報
発
信
な
ど
を
統
括

　
　
　
す
る
広
報
担
当
部
署
を

設
置
で
き
な
い
か
。

　
　
　
設
置
す
る
に
は
、
組
織
・

　
　
　
機
構
を
見
直
す
こ
と
が

選
択
肢
と
し
て
あ
る
が
、
現
状

は
若
手
職
員
を
中
心
構
成
す
る

情
報
発
信
委
員
会
で
広
報
紙
を

中
心
に
検
証
を
行
い
、
各
部
署

の
連
携
に
努
め
て
い
る
。

　
施
政
方
針
の「
医
療
・
保
険
」、

基
本
方
針
で
の
「
住
み
よ
い

町
」「
定
住
で
き
る
町
」
の
実

現
に
向
け
て
、
小
児
科
誘
致
が

必
要
で
あ
る
。

　
　
　
人
口
減
少
が
進
む
今
、

　
　
　
子
育
て
世
代
や
移
住
定

住
に
は
小
児
科
は
欠
か
せ
な
い

と
思
う
が
。

　
　
　
具
体
的
に
施
策
と
し
て

　
　
　
小
児
科
の
誘
致
を
検
討

し
て
い
る
。
町
内
医
師
会
と
も

協
議
を
進
め
て
い
る
。

　
多
忙
を
極
め
る
教
員
の
働
き

方
改
革
で
、
休
日
の
部
活
動
が

地
域
や
民
間
指
導
に
委
ね
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。

　
　
　
中
学
校
の
休
日
の
部
活

　
　
　
動
は
ど
の
よ
う
に
行
わ

れ
、そ
の
指
導
体
制
の
現
状
は
。

　
　
　
全
校
生
徒
の
９
割
が
部

　
　
　
活
動
に
参
加
し
、
教
員

と
地
域
の
外
部
指
導
者
34
名
で

指
導
し
て
い
る
。
教
員
の
休
日

確
保
の
た
め
に
月
曜
日
は
ノ
ー

部
活
動
と
し
て
い
る
。

　
文
部
科
学
省
は
令
和
６
年
度

か
ら
小
学
５
年
生
の
算
数
と
中

学
３
年
生
の
英
語
で
、
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
の
先
行
導
入
方
針
を

固
め
た
。

　
　
　
文
科
省
は
４
年
度
に
実

　
　
　
証
授
業
と
し
て
全
国
の

す
べ
て
の
小
中
学
校
に
無
償
提

供
し
た
。波
佐
見
町
で
は
ど
う
か
。

　
　
　
波
佐
見
町
で
は
算
数
と

　
　
　
国
語
を
要
望
し
た
が
、

一
部
変
更
し
た
も
の
も
あ
っ

た
。
ま
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
一
斉

使
用
に
よ
り
フ
リ
ー
ズ
が
起
こ

り
、
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
。

議員

今後、関係者の協
力を得て進めたい

中学校の部活動
地域移行は

町長町長

教育長

教育長

町長

町長

議員議員

議員

議員議員

一刻も早い完了
に向け取り組む

西ノ原に集中投資を

町長

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

　西ノ原土地区画

整理事業の早期完了

に向けての本気度

を期待する。

つぶ
　やき

乗合交通波佐見中全国大会出場

西の原県道１号線
デジタル教科書による事業

（イメージ）

教育長



　高齢化が進む中、
歩道や河川の管理
が難しくなってい
る。歩道や河川堤防のツツジ

は撤去し、管理を
しやすくし、景観
をよくすべき。

つぶ
　やき

前向きに検討
したい

町長

　有田町には、公

共交通の専従職員がいらっ

しゃる。

本町でも是非！

つぶ
　やき

尾上　和孝 議員城後　光 議員

　
不
動
産
登
記
法
が
改
正
さ
れ

る
の
だ
が
周
知
不
足
。

　　
　
　
本
町
に
お
い
て
相
続
登

　
　
　
記
が
的
確
に
な
さ
れ
て

い
な
い
家
屋
・
農
地
・
山
林
は

ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

　
　
　
家
屋
建
物
に
つ
い
て
の

　
　
　
未
相
続
分
は
約
16
％
。

土
地
の
面
積
全
体
に
占
め
る
未

相
続
土
地
の
割
合
は
、
宅
地
約

11
％
、
農
地
約
17
％
、
山
林
約

15
％
で
あ
る
。

　
　
　
町
で
相
続
登
記
に
か
か

　
　
　
る
経
費
の
補
助
は
考
え

ら
れ
な
い
か
。

　
　
　
町
道
等
の
拡
幅
や
公
共

　
　
　
事
業
に
お
い
て
支
障
が

あ
る
場
合
は
、
相
続
登
記
に
か

か
る
手
続
き
や
登
録
費
用
を
負

担
す
る
事
も
あ
る
。
本
来
個
人

が
す
べ
き
相
続
登
記
の
費
用
補

助
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

　
町
民
一
人
一
人
が
サ
ス
テ
ィ
ナ

ブ
ル
（
持
続
可
能
）
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
商
品
を
売
っ
た
売
上
金

　
　
　
を
自
治
体
に
寄
付
す
る

「
メ
ル
カ
リ
寄
付
」
や
リ
ユ
ー

ス
意
識
の
定
着
を
目
的
と
し
た

「
メ
ル
カ
リ
エ
コ
ボ
ッ
ク
ス
」

に
取
り
組
め
な
い
か
。

　
　
　
既
に
導
入
さ
れ
て
い
る

　
　
　
自
治
体
の
状
況
を
聞
い

た
上
で
、
本
町
に
導
入
で
き
る

か
研
究
・
検
討
し
た
い
。

　
　
　
新
庁
舎
移
転
に
伴
う
備

　
　
　
品
の
処
分
方
法
は
。

　
　
　
郷
自
治
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

　
　
　
人
等
へ
の
譲
渡
、
さ
ら

に
は
一
般
向
け
公
売
会
も
検
討

し
た
い
。

　
令
和
３
年
豪
雨
災
害
復
旧
工

事
の
増
加
に
よ
り
落
札
に
至
ら

な
い
町
発
注
工
事
が
増
加
し
て

い
る
。
深
刻
化
す
る
建
設
業
の

土
木
技
術
者
不
足
も
一
因
で
あ

る
。

　
　
　
契
約
後
の
工
事
着
手
に

　
　
　
余
裕
を
持
た
せ
る
余
裕

期
間
制
度
導
入
の
考
え
は
。

　
　
　
余
裕
期
間
制
度
導
入
で

　
　
　
工
期
の
長
期
化
な
ど
課

題
は
あ
る
が
、
現
場
代
理
人
の

調
整
を
可
能
に
す
る
な
ど
に
よ

り
、
入
札
参
加
を
促
す
こ
と
に

繋
が
る
。

　
工
事
の
規
模
や
内
容
を
考
慮

し
て
、
先
行
自
治
体
の
例
を
踏

ま
え
導
入
に
向
け
て
前
向
き
に

検
討
し
た
い
。

　
車
の
免
許
返
納
者
が
増
え
る

な
ど
公
共
交
通
機
関
へ
の
期
待

は
高
ま
る
一
方
で
、
運
転
士
不

足
な
ど
事
業
者
環
境
は
厳
し
く
、

バ
ス
の
運
行
本
数
は
年
々
減
少

傾
向
に
あ
る
。

　
　
　
路
線
バ
ス
の
本
数
減
少

　
　
　
に
対
し
て
、
今
後
ど
の

よ
う
な
対
策
を
検
討
し
て
い
る

か
。

　
　
　
こ
れ
以
上
の
減
便
や
利

　
　
　
便
性
の
悪
化
が
な
い
よ

う
に
交
渉
し
、
国
県
の
動
向
を

注
視
す
る
。
広
域
連
携
を
行
い
、

事
業
者
支
援
の
可
能
性
が
な
い

か
研
究
を
行
な
っ
て
い
く
。

　
　
　
公
共
交
通
の
プ
ロ
と
言

　
　
　
え
る
人
材
を
役
場
内
で

も
配
置
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
確
か
に
交
通
に
関
す
る

　
　
　
業
務
は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

が
あ
り
厳
し
い
仕
事
で
あ
る
。

町
の
規
模
と
し
て
難
し
い
面
は

あ
る
が
、
交
通
に
関
す
る
専
門

人
材
の
育
成
は
重
要
だ
と
考
え

て
い
る
。

　

議員

これ以上減らさ
ないよう努める

減るバス本数対策は

町長

議員町長町長

町長

町長

議員

議員

議員議員議員

町長

空き家解体補助金制度は

30万円を上限に
補助する

町長

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

　相続登記につい
て、町民にもっと
関心を持ってもら
うよう務めてもらいたい。

備品処分は、町民
に有益になるよう
進めてもらいたい。

つぶ
　やき

西肥バス「下宿」時刻表

　
高
齢
化
が
進
む
中
、
道
路
や

河
川
の
維
持
・
管
理
に
つ
い
て
真

剣
に
考
え
る
時
期
が
来
て
い
る
。

　
　
　
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る

　
　
　
町
道
及
び
県
道
の
整
備

工
事
は
。

　
　
　
県
道
で
は
、
佐
世
保
嬉

　
　
　
野
線
の
歩
道
整
備
な
ど

５
路
線
７
か
所
。
町
道
で
は
、

第
２
狩
立
線
や
横
枕
線
な
ど
改

良
工
事
９
路
線
と
舗
装
工
事
５

路
線
、
そ
の
他
９
路
線
を
予
定

し
て
い
る
。

　
　
　
町
道
の
歩
道
に
植
え
込

　
　
　
ま
れ
て
い
る
ツ
ツ
ジ
の

撤
去
は
。

　
　
　
植
栽
を
撤
去
す
る
の
は

　
　
　
忍
び
な
い
が
対
応
で
き

る
も
の
が
あ
る
の
か
検
討
し
た
い
。

　
　
　「
桜
づ
つ
み
」
を
含
む
河

　
　
　
川
堤
防
で
整
備
さ
れ
て

い
な
い
部
分
へ
の
対
応
は
。

　
　
　
河
川
公
園
の
管
理
は
愛

　
　
　
護
団
体
の
協
力
を
得
て

い
る
が
、
高
齢
化
に
よ
り
会
員

が
減
少
し
、
管
理
範
囲
の
拡
大

は
厳
し
い
。

　
　
　
今
後
の
２
級
河
川
の
整

　
　
　
備
計
画
は
。

　
　
　
県
か
ら
は
、
現
在
実
施

　
　
　
し
て
い
る
浚
渫
工
事
を

継
続
し
て
行
う
と
報
告
が
あ
る
。

町
と
し
て
は
引
き
続
き
地
域
か
ら

の
意
見
を
基
に
要
望
し
て
い
く
。

　
　
　
河
川
内
の
樹
木
の
伐
採

　
　
　
は
。

　
　
　
実
施
し
て
い
た
だ
け
る

　
　
　
自
治
会
が
あ
れ
ば
町
と

し
て
も
支
援
等
を
検
討
す
る
。

　
イ
ノ
シ
シ
等
の
被
害
は
農
地

だ
け
で
な
く
、
民
家
や
墓
地
等

に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

　
　
　
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵

　
　
　
の
老
朽
化
に
伴
い
、
更

新
時
期
を
迎
え
て
い
る
地
区
は
。

　
　
　
志
折
郷
と
小
樽
郷
で
約

　
　
　
12
㎞
の
更
新
を
行
う
。

町長

町長

町長

町長町長

町長町長

町長

議員 議員

議員議員

議員

議員議員

嬉野市の植栽帯

未整備の堤防

田添　有喜 議員
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歩道・河川敷の
ツツジ撤去を



　高齢化が進む中、
歩道や河川の管理
が難しくなってい
る。歩道や河川堤防のツツジ

は撤去し、管理を
しやすくし、景観
をよくすべき。

つぶ
　やき

前向きに検討
したい

町長

　有田町には、公

共交通の専従職員がいらっ

しゃる。

本町でも是非！

つぶ
　やき

尾上　和孝 議員城後　光 議員

　
不
動
産
登
記
法
が
改
正
さ
れ

る
の
だ
が
周
知
不
足
。

　　
　
　
本
町
に
お
い
て
相
続
登

　
　
　
記
が
的
確
に
な
さ
れ
て

い
な
い
家
屋
・
農
地
・
山
林
は

ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

　
　
　
家
屋
建
物
に
つ
い
て
の

　
　
　
未
相
続
分
は
約
16
％
。

土
地
の
面
積
全
体
に
占
め
る
未

相
続
土
地
の
割
合
は
、
宅
地
約

11
％
、
農
地
約
17
％
、
山
林
約

15
％
で
あ
る
。

　
　
　
町
で
相
続
登
記
に
か
か

　
　
　
る
経
費
の
補
助
は
考
え

ら
れ
な
い
か
。

　
　
　
町
道
等
の
拡
幅
や
公
共

　
　
　
事
業
に
お
い
て
支
障
が

あ
る
場
合
は
、
相
続
登
記
に
か

か
る
手
続
き
や
登
録
費
用
を
負

担
す
る
事
も
あ
る
。
本
来
個
人

が
す
べ
き
相
続
登
記
の
費
用
補

助
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

　
町
民
一
人
一
人
が
サ
ス
テ
ィ
ナ

ブ
ル
（
持
続
可
能
）
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
商
品
を
売
っ
た
売
上
金

　
　
　
を
自
治
体
に
寄
付
す
る

「
メ
ル
カ
リ
寄
付
」
や
リ
ユ
ー

ス
意
識
の
定
着
を
目
的
と
し
た

「
メ
ル
カ
リ
エ
コ
ボ
ッ
ク
ス
」

に
取
り
組
め
な
い
か
。

　
　
　
既
に
導
入
さ
れ
て
い
る

　
　
　
自
治
体
の
状
況
を
聞
い

た
上
で
、
本
町
に
導
入
で
き
る

か
研
究
・
検
討
し
た
い
。

　
　
　
新
庁
舎
移
転
に
伴
う
備

　
　
　
品
の
処
分
方
法
は
。

　
　
　
郷
自
治
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

　
　
　
人
等
へ
の
譲
渡
、
さ
ら

に
は
一
般
向
け
公
売
会
も
検
討

し
た
い
。

　
令
和
３
年
豪
雨
災
害
復
旧
工

事
の
増
加
に
よ
り
落
札
に
至
ら

な
い
町
発
注
工
事
が
増
加
し
て

い
る
。
深
刻
化
す
る
建
設
業
の

土
木
技
術
者
不
足
も
一
因
で
あ

る
。

　
　
　
契
約
後
の
工
事
着
手
に

　
　
　
余
裕
を
持
た
せ
る
余
裕

期
間
制
度
導
入
の
考
え
は
。

　
　
　
余
裕
期
間
制
度
導
入
で

　
　
　
工
期
の
長
期
化
な
ど
課

題
は
あ
る
が
、
現
場
代
理
人
の

調
整
を
可
能
に
す
る
な
ど
に
よ

り
、
入
札
参
加
を
促
す
こ
と
に

繋
が
る
。

　
工
事
の
規
模
や
内
容
を
考
慮

し
て
、
先
行
自
治
体
の
例
を
踏

ま
え
導
入
に
向
け
て
前
向
き
に

検
討
し
た
い
。

　
車
の
免
許
返
納
者
が
増
え
る

な
ど
公
共
交
通
機
関
へ
の
期
待

は
高
ま
る
一
方
で
、
運
転
士
不

足
な
ど
事
業
者
環
境
は
厳
し
く
、

バ
ス
の
運
行
本
数
は
年
々
減
少

傾
向
に
あ
る
。

　
　
　
路
線
バ
ス
の
本
数
減
少

　
　
　
に
対
し
て
、
今
後
ど
の

よ
う
な
対
策
を
検
討
し
て
い
る

か
。

　
　
　
こ
れ
以
上
の
減
便
や
利

　
　
　
便
性
の
悪
化
が
な
い
よ

う
に
交
渉
し
、
国
県
の
動
向
を

注
視
す
る
。
広
域
連
携
を
行
い
、

事
業
者
支
援
の
可
能
性
が
な
い

か
研
究
を
行
な
っ
て
い
く
。

　
　
　
公
共
交
通
の
プ
ロ
と
言

　
　
　
え
る
人
材
を
役
場
内
で

も
配
置
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
確
か
に
交
通
に
関
す
る

　
　
　
業
務
は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

が
あ
り
厳
し
い
仕
事
で
あ
る
。

町
の
規
模
と
し
て
難
し
い
面
は

あ
る
が
、
交
通
に
関
す
る
専
門

人
材
の
育
成
は
重
要
だ
と
考
え

て
い
る
。

　

議員

これ以上減らさ
ないよう努める

減るバス本数対策は

町長

議員町長町長

町長

町長

議員

議員

議員議員議員

町長

空き家解体補助金制度は

30万円を上限に
補助する

町長

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

　相続登記につい
て、町民にもっと
関心を持ってもら
うよう務めてもらいたい。

備品処分は、町民
に有益になるよう
進めてもらいたい。

つぶ
　やき

西肥バス「下宿」時刻表

　
高
齢
化
が
進
む
中
、
道
路
や

河
川
の
維
持
・
管
理
に
つ
い
て
真

剣
に
考
え
る
時
期
が
来
て
い
る
。

　
　
　
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る

　
　
　
町
道
及
び
県
道
の
整
備

工
事
は
。

　
　
　
県
道
で
は
、
佐
世
保
嬉

　
　
　
野
線
の
歩
道
整
備
な
ど

５
路
線
７
か
所
。
町
道
で
は
、

第
２
狩
立
線
や
横
枕
線
な
ど
改

良
工
事
９
路
線
と
舗
装
工
事
５

路
線
、
そ
の
他
９
路
線
を
予
定

し
て
い
る
。

　
　
　
町
道
の
歩
道
に
植
え
込

　
　
　
ま
れ
て
い
る
ツ
ツ
ジ
の

撤
去
は
。

　
　
　
植
栽
を
撤
去
す
る
の
は

　
　
　
忍
び
な
い
が
対
応
で
き

る
も
の
が
あ
る
の
か
検
討
し
た
い
。

　
　
　「
桜
づ
つ
み
」
を
含
む
河

　
　
　
川
堤
防
で
整
備
さ
れ
て

い
な
い
部
分
へ
の
対
応
は
。

　
　
　
河
川
公
園
の
管
理
は
愛

　
　
　
護
団
体
の
協
力
を
得
て

い
る
が
、
高
齢
化
に
よ
り
会
員

が
減
少
し
、
管
理
範
囲
の
拡
大

は
厳
し
い
。

　
　
　
今
後
の
２
級
河
川
の
整

　
　
　
備
計
画
は
。

　
　
　
県
か
ら
は
、
現
在
実
施

　
　
　
し
て
い
る
浚
渫
工
事
を

継
続
し
て
行
う
と
報
告
が
あ
る
。

町
と
し
て
は
引
き
続
き
地
域
か
ら

の
意
見
を
基
に
要
望
し
て
い
く
。

　
　
　
河
川
内
の
樹
木
の
伐
採

　
　
　
は
。

　
　
　
実
施
し
て
い
た
だ
け
る

　
　
　
自
治
会
が
あ
れ
ば
町
と

し
て
も
支
援
等
を
検
討
す
る
。

　
イ
ノ
シ
シ
等
の
被
害
は
農
地

だ
け
で
な
く
、
民
家
や
墓
地
等

に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

　
　
　
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵

　
　
　
の
老
朽
化
に
伴
い
、
更

新
時
期
を
迎
え
て
い
る
地
区
は
。

　
　
　
志
折
郷
と
小
樽
郷
で
約

　
　
　
12
㎞
の
更
新
を
行
う
。

町長

町長

町長

町長町長

町長町長

町長

議員 議員

議員議員

議員

議員議員

嬉野市の植栽帯

未整備の堤防

田添　有喜 議員
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歩道・河川敷の
ツツジ撤去を



　「元気なまちづく
り」のため、スポー
ツ振興を。実績の
ある野球で野球場の建設を検

討していただきた
い。

つぶ
　やき

スポーツ施設の
維持に努める

　波佐見の「ミッ

ション」について、

町長のイメージがすぐ湧くよ

うな「言葉」がほ

しい。

つぶ
　やき

濵本　秋人 議員北村　清美 議員

　
町
長
は
、
令
和
８
年
度
１
２

５
万
人
の
観
光
客
を
見
込
ん
で

い
る
。
　

　
　
　
な
ぜ
１
２
５
万
人
な
の

　
　
　
か
そ
の
根
拠
と
現
状
は
。

　
　
　
第
２
期
波
佐
見
町
観
光

　
　
　
振
興
計
画
の
指
針
に
基

づ
い
て
い
る
。
波
佐
見
焼
や
波

佐
見
町
の
人
気
と
と
も
に
訪
れ

る
観
光
客
も
右
肩
上
が
り
で
、

令
和
８
年
に
は
コ
ロ
ナ
も
終
息

し
て
い
る
と
考
え
る
。

　
廃
石
膏
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
は
、

本
町
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　
　
　
廃
石
膏
は
ど
の
く
ら
い

　
　
　
あ
り
、
何
％
が
リ
サ
イ

ク
ル
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
約
７
０
０
ト
ン
で
、
90

　
　
　
％
が
リ
サ
イ
ク
ル
を
希

望
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
民
間
主
導
の
運
営
は
可

　
　
　
能
か
。

　
　
　
農
林
水
産
消
費
安
全
技

　
　
　
術
セ
ン
タ
ー
に
登
録
申

請
中
で
、
許
可
が
下
り
れ
ば
普

通
肥
料
と
し
て
販
売
す
る
。
売

り
上
げ
を
伸
ば
せ
ば
、
民
間
に

よ
る
自
走
化
の
道
も
開
け
て
く

る
。
民
間
主
導
こ
そ
本
来
の
あ

る
べ
き
姿
と
思
う
。

　
波
佐
見
町
も
人
口
は
年
々
減

少
し
て
い
る
。
何
ら
か
の
対
策

が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
本
町
へ
の
就
職
者
の
応

　
　
　
援
金
の
支
給
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。

　
　
　
人
口
減
少
は
各
自
治
体

　
　
　
共
通
の
課
題
で
あ
る
。

一
律
無
条
件
に
応
援
金
を
支
給

す
る
制
度
は
な
い
。
人
口
減
少

問
題
を
解
決
す
る
う
え
で
、
検

討
に
値
す
る
施
策
な
の
か
と
思

う
の
で
十
分
な
議
論
と
検
討
を

し
た
い
。

　
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と

な
る
２
０
２
５
年
か
ら
、
介
護

需
要
の
急
増
が
見
込
ま
れ
る
。

同
時
に
介
護
人
材
不
足
も
見
込

ま
れ
て
お
り
、
介
護
予
防
の
整

備
・
住
民
同
士
の
支
え
合
い
が
、

今
後
よ
り
一
層
重
要
に
な
る
。

　
　
　
本
町
介
護
予
防
事
業
の

　
　
　
充
実
や
支
え
合
い
の
整

備
体
制
は
。

　
　
　
町
民
と
と
も
に
勉
強
会

　
　
　
な
ど
を
重
ね
、
現
在
有

償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
４
か
所
、
居
場

所
２
か
所
で
活
動
し
て
い
る
。

ま
だ
十
分
で
は
な
い
が
、
介
護

予
防
の
必
要
性
に
つ
い
て
研
修

会
や
勉
強
会
・
各
種
団
体
の
集

ま
り
で
周
知
を
徹
底
し
て
い
く
。

　
　
　
介
護
の
支
援
体
制
や
施

　
　
　
設
等
は
十
分
か
。

　
　
　
通
所
系
サ
ー
ビ
ス
が
５

　
　
　
事
業
所
、
訪
問
系
サ
ー

ビ
ス
が
２
か
所
、
入
所
系
が
６

施
設
、
小
規
模
居
宅
介
護
事
業

所
が
２
か
所
あ
る
。
他
町
に
比

べ
遜
色
な
い
が
、
ど
の
施
設
も

介
護
人
材
不
足
の
問
題
を
抱
え

て
い
る
。
介
護
人
材
の
確
保
に

向
け
て
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で

い
く
。

　
　
　
過
重
な
業
務
に
追
わ
れ

　
　
　
て
い
る
職
員
の
働
き
方

改
革
は
。

　
　
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
を
導

　
　
　
入
し
た
が
、
高
齢
化
社

会
と
複
雑
多
様
化
す
る
状
態
で

は
、
人
を
投
入
し
て
問
題
を
解

決
す
る
こ
と
し
か
有
効
な
対
応

策
が
な
い
。
そ
し
て
、
昨
年
も

主
任
介
護
支
援
専
門
員
を
募
集

し
て
も
応
募
者
が
な
か
っ
た
。

非
常
に
厳
し
い
現
実
だ
が
、
こ

れ
か
ら
も
引
き
続
き
人
員
確
保

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

議員

人材確保を
全力で

介護の支援体制は

町長 議員町長町長

教育長町長

議員

議員議員

町長

町内就職者への応援金
の支給は

十分な議論と
検討をする

町長

　廃石膏リサイク

ル事業は、波佐見

ならではの事業です。早く認

可が下りてくれれ

ばよいですね。

つぶ
　やき

増える観光客

いきいき百歳体操

支え合い勉強会

リサイクルを待つ廃石膏

　
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、

町
長
は
新
年
度
の
町
政
運
営
に

つ
い
て
施
政
方
針
を
述
べ
た
。

　
　
　
移
住
・
定
住
に
つ
い
て

　
　
　
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
の
促
進

や
転
入
・
転
居
者
に
対
す
る
定

住
支
援
施
策
の
内
容
は
。

　
　
　
東
京
圏
か
ら
波
佐
見
町

　
　
　
へ
移
住
さ
れ
た
方
に
対

し
て
移
住
支
援
金
制
度
が
あ
る
。

単
身
の
場
合
60
万
円
、
２
人
以

上
の
世
帯
に
は
１
０
０
万
円
。

ま
た
、
18
歳
未
満
の
世
帯
員
を

帯
同
し
て
移
住
す
る
場
合
の
加

算
額
を
１
人
あ
た
り
30
万
円
か

ら
１
０
０
万
円
に
増
額
す
る
。

　
　
　
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
利
用

　
　
　
券
助
成
事
業
の
内
容
は
。

　
　
　
運
転
免
許
を
持
た
な
い

　
　
　
70
歳
以
上
を
対
象
に
申

請
に
よ
り
１
万
２
０
０
０
円
分

の
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
交
付
。

新
た
に
運
転
免
許
を
持
つ
75
歳

以
上
に
つ
い
て
も
、
一
律
６
０

０
０
円
分
の
利
用
券
を
交
付
す

る
。

　
　
　「
ス
ポ
ー
ツ
の
町
波
佐
見

　
　
　
町
」
と
し
て
取
組
み
を

ど
の
よ
う
に
推
進
す
る
の
か
。

　
　
　
各
種
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
支

　
　
　
援
と
、
い
つ
で
も
誰
で

も
取
り
組
め
る
よ
う
グ
ラ
ウ
ン

ド
、
体
育
館
な
ど
の
施
設
の
維

持
に
努
め
て
い
く
。
波
佐
見
町

ら
し
い
振
興
を
図
っ
て
い
く
。

町長

町長 議員議員町長町長町長

町長

議員議員議員

議員

鴻ノ巣グラウンド体育センター

福田　勝也 議員

スポーツの町として
の取組みは
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教育長



　「元気なまちづく
り」のため、スポー
ツ振興を。実績の
ある野球で野球場の建設を検

討していただきた
い。

つぶ
　やき

スポーツ施設の
維持に努める

　波佐見の「ミッ

ション」について、

町長のイメージがすぐ湧くよ

うな「言葉」がほ

しい。

つぶ
　やき

濵本　秋人 議員北村　清美 議員

　
町
長
は
、
令
和
８
年
度
１
２

５
万
人
の
観
光
客
を
見
込
ん
で

い
る
。
　

　
　
　
な
ぜ
１
２
５
万
人
な
の

　
　
　
か
そ
の
根
拠
と
現
状
は
。

　
　
　
第
２
期
波
佐
見
町
観
光

　
　
　
振
興
計
画
の
指
針
に
基

づ
い
て
い
る
。
波
佐
見
焼
や
波

佐
見
町
の
人
気
と
と
も
に
訪
れ

る
観
光
客
も
右
肩
上
が
り
で
、

令
和
８
年
に
は
コ
ロ
ナ
も
終
息

し
て
い
る
と
考
え
る
。

　
廃
石
膏
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
は
、

本
町
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　
　
　
廃
石
膏
は
ど
の
く
ら
い

　
　
　
あ
り
、
何
％
が
リ
サ
イ

ク
ル
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
約
７
０
０
ト
ン
で
、
90

　
　
　
％
が
リ
サ
イ
ク
ル
を
希

望
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
民
間
主
導
の
運
営
は
可

　
　
　
能
か
。

　
　
　
農
林
水
産
消
費
安
全
技

　
　
　
術
セ
ン
タ
ー
に
登
録
申

請
中
で
、
許
可
が
下
り
れ
ば
普

通
肥
料
と
し
て
販
売
す
る
。
売

り
上
げ
を
伸
ば
せ
ば
、
民
間
に

よ
る
自
走
化
の
道
も
開
け
て
く

る
。
民
間
主
導
こ
そ
本
来
の
あ

る
べ
き
姿
と
思
う
。

　
波
佐
見
町
も
人
口
は
年
々
減

少
し
て
い
る
。
何
ら
か
の
対
策

が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
本
町
へ
の
就
職
者
の
応

　
　
　
援
金
の
支
給
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。

　
　
　
人
口
減
少
は
各
自
治
体

　
　
　
共
通
の
課
題
で
あ
る
。

一
律
無
条
件
に
応
援
金
を
支
給

す
る
制
度
は
な
い
。
人
口
減
少

問
題
を
解
決
す
る
う
え
で
、
検

討
に
値
す
る
施
策
な
の
か
と
思

う
の
で
十
分
な
議
論
と
検
討
を

し
た
い
。

　
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と

な
る
２
０
２
５
年
か
ら
、
介
護

需
要
の
急
増
が
見
込
ま
れ
る
。

同
時
に
介
護
人
材
不
足
も
見
込

ま
れ
て
お
り
、
介
護
予
防
の
整

備
・
住
民
同
士
の
支
え
合
い
が
、

今
後
よ
り
一
層
重
要
に
な
る
。

　
　
　
本
町
介
護
予
防
事
業
の

　
　
　
充
実
や
支
え
合
い
の
整

備
体
制
は
。

　
　
　
町
民
と
と
も
に
勉
強
会

　
　
　
な
ど
を
重
ね
、
現
在
有

償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
４
か
所
、
居
場

所
２
か
所
で
活
動
し
て
い
る
。

ま
だ
十
分
で
は
な
い
が
、
介
護

予
防
の
必
要
性
に
つ
い
て
研
修

会
や
勉
強
会
・
各
種
団
体
の
集

ま
り
で
周
知
を
徹
底
し
て
い
く
。

　
　
　
介
護
の
支
援
体
制
や
施

　
　
　
設
等
は
十
分
か
。

　
　
　
通
所
系
サ
ー
ビ
ス
が
５

　
　
　
事
業
所
、
訪
問
系
サ
ー

ビ
ス
が
２
か
所
、
入
所
系
が
６

施
設
、
小
規
模
居
宅
介
護
事
業

所
が
２
か
所
あ
る
。
他
町
に
比

べ
遜
色
な
い
が
、
ど
の
施
設
も

介
護
人
材
不
足
の
問
題
を
抱
え

て
い
る
。
介
護
人
材
の
確
保
に

向
け
て
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で

い
く
。

　
　
　
過
重
な
業
務
に
追
わ
れ

　
　
　
て
い
る
職
員
の
働
き
方

改
革
は
。

　
　
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
を
導

　
　
　
入
し
た
が
、
高
齢
化
社

会
と
複
雑
多
様
化
す
る
状
態
で

は
、
人
を
投
入
し
て
問
題
を
解

決
す
る
こ
と
し
か
有
効
な
対
応

策
が
な
い
。
そ
し
て
、
昨
年
も

主
任
介
護
支
援
専
門
員
を
募
集

し
て
も
応
募
者
が
な
か
っ
た
。

非
常
に
厳
し
い
現
実
だ
が
、
こ

れ
か
ら
も
引
き
続
き
人
員
確
保

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

議員

人材確保を
全力で

介護の支援体制は

町長 議員町長町長

教育長町長

議員

議員議員

町長

町内就職者への応援金
の支給は

十分な議論と
検討をする

町長

　廃石膏リサイク

ル事業は、波佐見

ならではの事業です。早く認

可が下りてくれれ

ばよいですね。

つぶ
　やき

増える観光客

いきいき百歳体操

支え合い勉強会

リサイクルを待つ廃石膏

　
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、

町
長
は
新
年
度
の
町
政
運
営
に

つ
い
て
施
政
方
針
を
述
べ
た
。

　
　
　
移
住
・
定
住
に
つ
い
て

　
　
　
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
の
促
進

や
転
入
・
転
居
者
に
対
す
る
定

住
支
援
施
策
の
内
容
は
。

　
　
　
東
京
圏
か
ら
波
佐
見
町

　
　
　
へ
移
住
さ
れ
た
方
に
対

し
て
移
住
支
援
金
制
度
が
あ
る
。

単
身
の
場
合
60
万
円
、
２
人
以

上
の
世
帯
に
は
１
０
０
万
円
。

ま
た
、
18
歳
未
満
の
世
帯
員
を

帯
同
し
て
移
住
す
る
場
合
の
加

算
額
を
１
人
あ
た
り
30
万
円
か

ら
１
０
０
万
円
に
増
額
す
る
。

　
　
　
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
利
用

　
　
　
券
助
成
事
業
の
内
容
は
。

　
　
　
運
転
免
許
を
持
た
な
い

　
　
　
70
歳
以
上
を
対
象
に
申

請
に
よ
り
１
万
２
０
０
０
円
分

の
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
交
付
。

新
た
に
運
転
免
許
を
持
つ
75
歳

以
上
に
つ
い
て
も
、
一
律
６
０

０
０
円
分
の
利
用
券
を
交
付
す

る
。

　
　
　「
ス
ポ
ー
ツ
の
町
波
佐
見

　
　
　
町
」
と
し
て
取
組
み
を

ど
の
よ
う
に
推
進
す
る
の
か
。

　
　
　
各
種
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
支

　
　
　
援
と
、
い
つ
で
も
誰
で

も
取
り
組
め
る
よ
う
グ
ラ
ウ
ン

ド
、
体
育
館
な
ど
の
施
設
の
維

持
に
努
め
て
い
く
。
波
佐
見
町

ら
し
い
振
興
を
図
っ
て
い
く
。

町長

町長 議員議員町長町長町長

町長

議員議員議員

議員

鴻ノ巣グラウンド体育センター

福田　勝也 議員

スポーツの町として
の取組みは
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　不適切な保育を
防ぐためにも保育
士の待遇改善は急
務。給与面だけでなく定数や

有資格者の配置に
ついても早急に改
善すべきだ。

つぶ
　やき

岡村真由美 議員

　
少
子
化
対
策
の
一
つ
で
も
あ

る
小
児
科
医
の
誘
致
は
町
長
の

選
挙
公
約
で
も
あ
り
、
意
欲
的

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

　
　
　
進
捗
状
況
は
。

　
　
　
医
師
会
と
協
議
を
行
っ 

　
　
　
て
い
る
。
具
体
的
な
要

望
を
知
る
た
め
に
近
く
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
。

　
　
　
本
町
に
産
婦
人
科
が
無

　
　
　
く
な
っ
て
久
し
い
が
、

ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　
妊
婦
さ
ん
は
周
辺
市
町

　
　
　
の
病
院
を
利
用
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
佐
世
保
市
の
現

状
を
踏
ま
え
る
と
、
議
論
の
対

象
に
な
る
か
と
考
え
る
。

　
保
育
士
の
確
保
に
向
け
て
対

策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
一
方

で
、
近
隣
の
保
育
園
で
も
事

件
・
事
故
が
発
生
す
る
な
ど
、

不
適
切
な
保
育
が
社
会
問
題
化

し
て
い
る
。

　
　
　
本
町
が
行
っ
て
い
る
保
育

　
　
　
士
確
保
対
策
の
内
容
は
。

　
　
　
令
和
２
年
度
か
ら
家
賃

　
　
　
の
補
助
を
、
今
年
度
か

ら
は
奨
学
金
返
済
の
補
助
な
ど

も
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
保
育
士
は
一
人
で
最
大

　
　
　
30
人
も
見
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
ど
う
思
う
か
。

　
　
　
検
討
す
べ
き
問
題
か
と

　
　
　
は
思
う
が
、
適
正
な
人

数
か
否
か
、
判
断
で
き
な
い
。

　
西
肥
バ
ス
は
、
令
和
４
年
度

に
続
き
５
年
度
に
も
大
幅
な
減

便
を
実
施
す
る
と
公
表
し
た
。

　
　
　
通
学
へ
の
影
響
は
。

　
　
　
通
学
便
に
つ
い
て
は
配 

　
　
　
慮
し
て
も
ら
え
る
と

思
っ
て
い
る
。
今
後
も
極
力
要

請
を
続
け
、
波
佐
見
高
校
支
援

に
尽
く
し
て
い
く
。

最優先すべき
は小児科

産婦人科誘致に
ついては

町長 議員町長 議員

議員

議員

町長

公設民営の鴻ノ巣保育園（左奥）

町長町長

町長

議員議員

　奨学金の貸与申
請が少ないのは、
貸与金額が少額な
ことも要因の一つと思う。貸

与額増と返還金の
減免見直しが必要
である。

つぶ
　やき

検討する
澤田　昭則 議員

　
町
長
は
施
政
方
針
で
「
人
」

へ
の
支
援
や
「
選
ば
れ
る
波
佐

見
町
」
を
目
指
し
た
施
策
に
取

り
組
む
と
表
明
し
た
。

　
　
　
町
中
心
部
に
児
童
公
園
や

　
　
　
近
隣
公
園
等
の
新
設
は
。

　
　
　
都
市
公
園
法
に
お
い
て

　
　
　
設
置
す
る
こ
と
は
非
常

に
厳
し
く
現
実
的
で
は
な
い
。

　
　
　
新
た
な
民
間
宅
地
開
発

　
　
　
で
造
成
費
用
に
対
し
て

事
業
者
に
支
援
事
業
補
助
金
等

の
交
付
は
。

　
　
　
民
間
宅
地
開
発
は
、
移

　
　
　
住
・
定
住
の
促
進
の
観

点
か
ら
効
果
は
大
き
な
も
の
が

あ
る
。
現
時
点
に
お
い
て
新
た

な
助
成
等
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　
物
価
上
昇
で
暮
ら
し
に

　
　
　
大
き
な
影
響
を
受
け
た

全
世
帯
を
対
象
に
町
独
自
の

「
生
活
支
援
応
援
券
事
業
」
等

の
考
え
は
。

　
　
　
社
会
情
勢
を
見
な
が
ら

　
　
　
必
要
な
支
援
は
行
っ
た
。

新
年
度
に
追
加
の
新
た
な
支
援

事
業
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　
商
工
会
青
年
部
主
催
の

　
　
　
お
し
ご
と
体
験
「
わ
く

わ
く
ワ
ー
ク
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
は
、
南

小
学
校
の
「
ふ
る
さ
と
祭
り
」

の
一
環
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

全
小
学
校
の
児
童
を
対
象
に
開

催
で
き
な
い
か
。

　
　
　
各
小
学
校
の
ふ
る
さ
と

　
　
　
教
育
を
大
事
に
し
た
い

の
で
教
育
委
員
会
が
主
導
し
た

形
で
３
小
学
校
に
は
広
げ
な
い
。

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
で
ド

　
　
　
ー
ム
屋
根
構
造
の
全
天

候
型
屋
内
多
目
的
広
場
の
新
設

は
。

　
　
　
財
政
的
に
も
厳
し
く
、

　
　
　
施
設
建
設
は
考
え
て
い

な
い
。

議員町長 議員町長

町長

議員

生活支援応援券事業等は

新たな支援事業
はない

町長

　コロナ禍を乗り
越えても経済は回
復の兆しが見えず
物価上昇などで事業者の経営

環境は、より一層
厳しい。多様な支
援策を願う。

つぶ
　やき

鴻ノ巣公園

　
本
町
に
は
「
波
佐
見
町
奨
学

金
」
と
「
波
佐
見
町
も
の
づ
く

り
奨
学
金
」
が
あ
る
。

　
　
　
こ
こ
３
年
間
の
貸
与
状

　
　
　
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
町
奨
学
金
の
貸
付
状
況

　
　
　
は
、
令
和
２
年
度
も
３

年
度
も
新
規
貸
し
付
け
は
な

く
、
４
年
度
の
申
請
は
３
件
で

あ
る
。
町
も
の
づ
く
り
奨
学
金

は
、
２
年
度
以
降
３
年
間
新
規

申
請
は
な
い
。

　
　
　
現
在
、
高
校
生
等
は
月

　
　
　
額
１
万
円
以
内
、
大
学

生
等
は
月
額
２
万
円
以
内
で
あ

る
。
貸
与
額
の
増
額
は
で
き
な

い
か
。

　
　
　
貸
与
額
の
増
及
び
数
か

　
　
　
月
分
を
一
括
貸
与
す
る

方
法
に
つ
い
て
は
、
昨
今
の
生

活
費
高
騰
も
あ
り
、
検
討
し
た

い
。

　
　
　
新
規
就
農
者
等
へ
の
返

　
　
　
還
金
の
減
免
拡
大
は
で

き
な
い
か
。

　
　
　
今
年
度
か
ら
窯
業
、
保

　
　
　
育
、
介
護
事
業
所
に
就

職
し
た
場
合
に
奨
学
金
返
還
の

補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。
新

規
就
農
者
に
対
し
て
は
、
様
々

な
国
の
制
度
や
就
農
準
備
金
が

あ
る
。
今
後
研
究
し
た
い
。

　「
令
和
４
年
度
全
国
体
力
・

運
動
能
力
・
運
動
習
慣
等
調

査
」
で
、
子
ど
も
の
体
力
は
全

国
的
に
低
下
と
発
表
さ
れ
た
。

　
　
　
本
町
の
結
果
は
。

　
　
　
８
種
目
の
調
査
項
目
で
、

　
　
　
柔
軟
性
に
つ
い
て
は
全

国
平
均
を
下
回
っ
て
い
る
。

　
　
　
低
下
の
原
因
と
対
策
は
。

　
　
　
主
因
は
、「
運
動
や
遊

　
　
　
び
の
減
少
」「
不
規
則

な
生
活
習
慣
」「
ス
マ
ホ
や

ゲ
ー
ム
な
ど
の
影
響
」
等
が
考

え
ら
れ
る
。
体
力
向
上
に
つ
い

て
は
、
学
校
や
家
庭
の
協
力
を

得
な
が
ら
推
進
し
た
い
。
一
番

大
事
な
の
は
、
遊
び
の
復
活
か

と
思
う
。

議員議員

議員議員

議員議員

議員

「遊びながら体力向上」

脇坂　正孝 議員

奨学金貸与額の
増額は

教育長 教育長

教育長

教育長教育長

教育長 教育長
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　不適切な保育を
防ぐためにも保育
士の待遇改善は急
務。給与面だけでなく定数や

有資格者の配置に
ついても早急に改
善すべきだ。

つぶ
　やき

岡村真由美 議員

　
少
子
化
対
策
の
一
つ
で
も
あ

る
小
児
科
医
の
誘
致
は
町
長
の

選
挙
公
約
で
も
あ
り
、
意
欲
的

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

　
　
　
進
捗
状
況
は
。

　
　
　
医
師
会
と
協
議
を
行
っ 

　
　
　
て
い
る
。
具
体
的
な
要

望
を
知
る
た
め
に
近
く
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
。

　
　
　
本
町
に
産
婦
人
科
が
無

　
　
　
く
な
っ
て
久
し
い
が
、

ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　
妊
婦
さ
ん
は
周
辺
市
町

　
　
　
の
病
院
を
利
用
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
佐
世
保
市
の
現

状
を
踏
ま
え
る
と
、
議
論
の
対

象
に
な
る
か
と
考
え
る
。

　
保
育
士
の
確
保
に
向
け
て
対

策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
一
方

で
、
近
隣
の
保
育
園
で
も
事

件
・
事
故
が
発
生
す
る
な
ど
、

不
適
切
な
保
育
が
社
会
問
題
化

し
て
い
る
。

　
　
　
本
町
が
行
っ
て
い
る
保
育

　
　
　
士
確
保
対
策
の
内
容
は
。

　
　
　
令
和
２
年
度
か
ら
家
賃

　
　
　
の
補
助
を
、
今
年
度
か

ら
は
奨
学
金
返
済
の
補
助
な
ど

も
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
保
育
士
は
一
人
で
最
大

　
　
　
30
人
も
見
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
ど
う
思
う
か
。

　
　
　
検
討
す
べ
き
問
題
か
と

　
　
　
は
思
う
が
、
適
正
な
人

数
か
否
か
、
判
断
で
き
な
い
。

　
西
肥
バ
ス
は
、
令
和
４
年
度

に
続
き
５
年
度
に
も
大
幅
な
減

便
を
実
施
す
る
と
公
表
し
た
。

　
　
　
通
学
へ
の
影
響
は
。

　
　
　
通
学
便
に
つ
い
て
は
配 

　
　
　
慮
し
て
も
ら
え
る
と

思
っ
て
い
る
。
今
後
も
極
力
要

請
を
続
け
、
波
佐
見
高
校
支
援

に
尽
く
し
て
い
く
。

最優先すべき
は小児科

産婦人科誘致に
ついては

町長 議員町長 議員

議員

議員

町長

公設民営の鴻ノ巣保育園（左奥）

町長町長

町長

議員議員

　奨学金の貸与申
請が少ないのは、
貸与金額が少額な
ことも要因の一つと思う。貸

与額増と返還金の
減免見直しが必要
である。

つぶ
　やき

検討する
澤田　昭則 議員

　
町
長
は
施
政
方
針
で
「
人
」

へ
の
支
援
や
「
選
ば
れ
る
波
佐

見
町
」
を
目
指
し
た
施
策
に
取

り
組
む
と
表
明
し
た
。

　
　
　
町
中
心
部
に
児
童
公
園
や

　
　
　
近
隣
公
園
等
の
新
設
は
。

　
　
　
都
市
公
園
法
に
お
い
て

　
　
　
設
置
す
る
こ
と
は
非
常

に
厳
し
く
現
実
的
で
は
な
い
。

　
　
　
新
た
な
民
間
宅
地
開
発

　
　
　
で
造
成
費
用
に
対
し
て

事
業
者
に
支
援
事
業
補
助
金
等

の
交
付
は
。

　
　
　
民
間
宅
地
開
発
は
、
移

　
　
　
住
・
定
住
の
促
進
の
観

点
か
ら
効
果
は
大
き
な
も
の
が

あ
る
。
現
時
点
に
お
い
て
新
た

な
助
成
等
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　
物
価
上
昇
で
暮
ら
し
に

　
　
　
大
き
な
影
響
を
受
け
た

全
世
帯
を
対
象
に
町
独
自
の

「
生
活
支
援
応
援
券
事
業
」
等

の
考
え
は
。

　
　
　
社
会
情
勢
を
見
な
が
ら

　
　
　
必
要
な
支
援
は
行
っ
た
。

新
年
度
に
追
加
の
新
た
な
支
援

事
業
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　
商
工
会
青
年
部
主
催
の

　
　
　
お
し
ご
と
体
験
「
わ
く

わ
く
ワ
ー
ク
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
は
、
南

小
学
校
の
「
ふ
る
さ
と
祭
り
」

の
一
環
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

全
小
学
校
の
児
童
を
対
象
に
開

催
で
き
な
い
か
。

　
　
　
各
小
学
校
の
ふ
る
さ
と

　
　
　
教
育
を
大
事
に
し
た
い

の
で
教
育
委
員
会
が
主
導
し
た

形
で
３
小
学
校
に
は
広
げ
な
い
。

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
で
ド

　
　
　
ー
ム
屋
根
構
造
の
全
天

候
型
屋
内
多
目
的
広
場
の
新
設

は
。

　
　
　
財
政
的
に
も
厳
し
く
、

　
　
　
施
設
建
設
は
考
え
て
い

な
い
。

議員町長 議員町長

町長

議員

生活支援応援券事業等は

新たな支援事業
はない

町長

　コロナ禍を乗り
越えても経済は回
復の兆しが見えず
物価上昇などで事業者の経営

環境は、より一層
厳しい。多様な支
援策を願う。

つぶ
　やき

鴻ノ巣公園

　
本
町
に
は
「
波
佐
見
町
奨
学

金
」
と
「
波
佐
見
町
も
の
づ
く

り
奨
学
金
」
が
あ
る
。

　
　
　
こ
こ
３
年
間
の
貸
与
状

　
　
　
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
町
奨
学
金
の
貸
付
状
況

　
　
　
は
、
令
和
２
年
度
も
３

年
度
も
新
規
貸
し
付
け
は
な

く
、
４
年
度
の
申
請
は
３
件
で

あ
る
。
町
も
の
づ
く
り
奨
学
金

は
、
２
年
度
以
降
３
年
間
新
規

申
請
は
な
い
。

　
　
　
現
在
、
高
校
生
等
は
月

　
　
　
額
１
万
円
以
内
、
大
学

生
等
は
月
額
２
万
円
以
内
で
あ

る
。
貸
与
額
の
増
額
は
で
き
な

い
か
。

　
　
　
貸
与
額
の
増
及
び
数
か

　
　
　
月
分
を
一
括
貸
与
す
る

方
法
に
つ
い
て
は
、
昨
今
の
生

活
費
高
騰
も
あ
り
、
検
討
し
た

い
。

　
　
　
新
規
就
農
者
等
へ
の
返

　
　
　
還
金
の
減
免
拡
大
は
で

き
な
い
か
。

　
　
　
今
年
度
か
ら
窯
業
、
保

　
　
　
育
、
介
護
事
業
所
に
就

職
し
た
場
合
に
奨
学
金
返
還
の

補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。
新

規
就
農
者
に
対
し
て
は
、
様
々

な
国
の
制
度
や
就
農
準
備
金
が

あ
る
。
今
後
研
究
し
た
い
。

　「
令
和
４
年
度
全
国
体
力
・

運
動
能
力
・
運
動
習
慣
等
調

査
」
で
、
子
ど
も
の
体
力
は
全

国
的
に
低
下
と
発
表
さ
れ
た
。

　
　
　
本
町
の
結
果
は
。

　
　
　
８
種
目
の
調
査
項
目
で
、

　
　
　
柔
軟
性
に
つ
い
て
は
全

国
平
均
を
下
回
っ
て
い
る
。

　
　
　
低
下
の
原
因
と
対
策
は
。

　
　
　
主
因
は
、「
運
動
や
遊

　
　
　
び
の
減
少
」「
不
規
則

な
生
活
習
慣
」「
ス
マ
ホ
や

ゲ
ー
ム
な
ど
の
影
響
」
等
が
考

え
ら
れ
る
。
体
力
向
上
に
つ
い

て
は
、
学
校
や
家
庭
の
協
力
を

得
な
が
ら
推
進
し
た
い
。
一
番

大
事
な
の
は
、
遊
び
の
復
活
か

と
思
う
。

議員議員

議員議員

議員議員

議員

「遊びながら体力向上」

脇坂　正孝 議員

奨学金貸与額の
増額は

教育長 教育長

教育長

教育長教育長

教育長 教育長
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教育長



編
集
後
記

議
会
だ
よ
り
●
令
和
５
年
５
月
12
日
発
行
　
●
発
行
／
長
崎
県
波
佐
見
町
議
会 

〒
８
５
９-

３
７
９
１ 

波
佐
見
町
宿
郷
６
６
０
番
地
　
●
編
集
／
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会
　  

印
刷
／
株
式
会
社
康
真
堂
印
刷

　
新
年
度
を
迎
え
、
入
学
さ
れ
た
一
年

生
の
皆
様
、
中
学
・
高
校
・
大
学
と
そ

れ
ぞ
れ
入
学
さ
れ
た
皆
様
に
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
学
び
舎
を
後
に

さ
れ
新
社
会
人
と
し
て
就
職
さ
れ
た

方
々
は
、
夢
と
希
望
を
も
っ
て
「
舞
い

あ
が
っ
て
」
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

　
私
た
ち
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

で
は
、
町
民
皆
様
の
声
を
反
映
し
、
わ

か
り
易
く
見
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ご
意
見
等
お
寄
せ

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
が
早
く
終
息
し
、
町

の
行
事
が
復
活
し
元
の
賑
わ
い
に
戻
る

よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

（
濵
本
　
秋
人
）

議
会
広
報
調
査 

特
別
委
員
会

委
　
員
　
長

副
委
員
長

委
　
　
　
員

議
　
　
　
長

田
　
添
　
有
　
喜

澤
　
田
　
昭
　
則

岡
　
村
　
達
　
馬

岡
　
村
　
真
由
美

濵
　
本
　
秋
　
人

前
　
田
　
博
　
司

百
　
武
　
辰
　
美

発
行
責
任
者

　

傍聴者の声 3月定例会には延べ13人の傍聴者がありました。
いただいたご意見を紹介します。

次回定例会は６月7日から15日までを予定しています。

　88 才の方が免許証返納でど
うすれば良いか分からないそう
です。

（50才代）

　答弁する人が早口で聞き取りにくかった。
　西肥バスは佐世保市でも減便をしている。
あまりにも身勝手である。
　波佐見高校の通学バスだったら他の会社
のバスを利用したらどうでしょうか。

（60才代）

　毎日のように高齢者の事故がテレビで報道されている。75
才以上の免許返納を町ぐるみで勧めてはどうでしょうか？
　自動車学校では指差し呼称などの確認を行うようにしたら
良いのでは。
　前は議員の報酬や予算審議等、ケーブルテレビで放映され
ていた。町民も知る権利があるので、今まで通りにしてほしい。

（60才代）

　ふるさと納税
基金を波佐見町
の農業・窯業に
利用したらどう
でしょうか。

（60才代）


